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１．はじめに 

本事業は，仙台市環境影響評価条例に基づき，平成 27 年 1 月に環境影響評価書を提出，令和元年 3 月

に工事が完了し，令和元年 4 月より供用後の事後調査を行っているところであるが，評価書に示した内容

から変更が生じたため，その内容を報告する。 

 

２．評価書からの変更内容 

（1）変更が生じる内容 

事後調査計画に示す一部の項目の調査時期について，評価書から変更が生じる。 

 

（2）変更の事由 

大気質等の事後調査時期は「定常状態となった時期実施すること」としているものの，新型コロナウイ

ルスの影響により，病院の稼働状況，来院者への対応，往来する病院関連車両等が定常状態ではなく，緊

急事態宣言が解除された後も引き続き定常ではないことが想定される。 

また，風害調査は「解体工事完了後に調査を実施すること」としているものの，旧病院の解体工事は旧

病院に使用していたアスベストの処理に関する関係機関との調整や埋設物等の影響に伴い，当初解体計画

よりも解体工事が遅延している。さらに，上記新型コロナウイルスの影響により，さらに解体工事工程に

遅れが生じることが想定される。 

したがって，事後調査に影響を及ぼす調査項目については事後調査時期を調整する必要がある。ただし，

変更内容は調査時期のみであり，調査項目，調査方法，調査地点についての変更はない。 
 

（3）事後調査項目と計画変更の概要 

事後調査項目の概要は表-1に示すとおりである。また，評価書作成時の事後調査計画は【別表】に示す

とおりである。 

上記(2)の事由により，事後調査に影響が生じると想定される「大気質」「騒音」「振動」「低周波音」「水

質」「風害」「自然との触れ合いの場」「廃棄物等」「温室効果ガス等」は調査工程を調整する。ただし，変

更後の調査時期は新型コロナウイルスの終息時期が見通せないため，調査工程は状況を勘案して設定する。 

なお，「水象(地下水)」「水循環」「地形・地質」「地盤沈下」「植物」「動物(鳥類)」については計画通り実

施予定である。 

表-1 事後調査項目と計画変更の有無 

調査項目 調査期間等 
調査時期 
変更の有無

変更の事由※ 変更後の

調査時期
備考 

大気質 病院の事業活動が定常となる時期 有 コロナ 未定 － 
騒音 〃 有 コロナ 未定 － 
振動 〃 有 コロナ 未定 － 
低周波音 〃 有 コロナ 未定 － 
水質 〃 有 コロナ 未定 － 
水象(地下水) 工事完了後から病院稼働の定常時期 無 － － 評価書時から継続実施中

水循環 工事完了後 無 － － 竣工図書等から整理 
地形・地質 工事前，工事中，供用後 無 － － 水象結果，竣工図書等整理

地盤沈下 開院前，工事完了後，病院稼働の定常時期 無 － － － 
電波障害 工事完了後 － － － H31.4に実施 
日照阻害 工事完了後 － － － 竣工図書に基づき作成 
風害 旧病院の解体完了後 有 コロナ・解体 未定 － 
植物 工事完了後の春季・夏季・秋季 無 － － － 
動物(鳥類) 工事完了後の4季 無 － － － 
景観 工事完了後の夏季・冬季 － － － R1.8~9，R2.2に実施 
自然との触れ合いの場 病院の事業活動が定常となる時期の4季 有 コロナ 未定 － 
廃棄物等 病院の事業活動が定常となる時期 有 コロナ 未定 － 
温室効果ガス等 病院の事業活動が定常となる時期 有 コロナ 未定 － 

※変更の事由は以下のとおり 
コロナ：新型コロナウイルスの影響により病院の事業活動が定常とは言えないことによる計画変更 
解 体：解体工事の遅延に伴う計画変更 
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月

水 象

(地 下 水 )

工
作

物
の

出
現

，
病

院
の

稼
働

・
工

作
物

の
出

現
に

よ
る

地
下

水
位

の
変

化
・

病
院

の
稼

働
に

よ
る

地
下

水
位

の
変

化
・

地
下

水
位

観
測

結
果

及
び

設
計

図
書

，
揚

水
量

の
整

理
・

環
境

保
全

措
置

の
実

施
状

況
に

お
け

る
記

録
等

の
整

理
・

計
画

地
内

3
地

点
・

工
事

完
了

後
及

び
病

院
の

事
業

活
動

が
定

常
と

な
る

時
期

　
　

工
作

物
出

現
時

～
2
0
2
1
年

4
月

水 質

有
害

物
質

の
使

用
量

及
び

処
理

，
感

染
性

患
者

数
及

び
感

染
性

排
水

に
係

る
処

理
[※

1
]

・
有

害
物

質
の

使
用

量
及

び
処

理
の

状
況

・
感

染
性

患
者

数
及

び
感

染
性

排
水

に
係

る
処

理
の

　
状

況

・
有

害
物

質
の

使
用

量
の

記
録

及
び

排
出

水
の

測
定
値

の
整

理
・

感
染

性
患

者
数

の
記

録
及

び
感

染
性

排
水

に
係

る
処

理
方

法
の

　
整

理
・

計
画

地
内

・
病

院
の

事
業

活
動

が
定

常
と

な
る

時
期

　
　
2
0
2
0
年
5
月
～
2
0
2
1
年
4
月

・
病

院
の

事
業

活
動

が
定

常
と

な
る

時
期

　
　
2
0
2
0
年
1
0
月

・
平

日
2
4
時

間
連

続

環
境

保
全

措
置

の
実

施
状

況
[※

2
]

・
環

境
保

全
措

置
の

実
施

状
況

の
整

理
・

現
地

確
認

調
査

及
び

記
録

の
確

認
・

必
要

に
応

じ
て

ヒ
ア

リ
ン

グ
調

査
を

実
施

・
計

画
地

内
・

ヒ
ア

リ
ン

グ
は

適
宜

実
施

・
現

地
確

認
時

期
　
　
2
0
2
0
年
1
0
月

低 周 波 音

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

の
運

用
[※

1
]

・
ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
に

係
る

低
周

波
音

圧
レ

ベ
ル

・
「

低
周

波
音

の
測

定
方

法
に

関
す

る
マ

ニ
ュ

ア
ル
」

に
準

拠
す

　
る

と
と

も
に

運
行

状
況

を
把

握
計

画
地

か
ら

5
0
0
m
の
範
囲

・
6
地

点
　

　
地

点
1
：

仙
台

市
陸

上
競

技
場

付
近

　
　

地
点

2
：

楽
天

生
命

パ
ー

ク
宮

城
付

近
　

　
地

点
3
：

仙
台

育
英

高
学

園
高

等
学

校
付

近
　

　
地

点
4
：

宮
城

野
区

五
輪

1
丁

目
　

　
地

点
5
：

宮
城

野
区

宮
城

野
3
丁

目
　

　
地

点
6
：

宮
城

野
区

銀
杏

町

振 動

施
設

関
連

車
両

の
走

行
[※

1
]

計
画

地
か

ら
2
0
0
m
の
範
囲

・
施

設
関

連
車

両
の

走
行

に
係

る
　

　
振

動
レ

ベ
ル

　
　

交
通

量
・

環
境

影
響

評
価

書
の

現
地

調
査

の
方

法
に

準
拠

・
3
地

点
　

　
地

点
1
：

宮
城

野
区

宮
城

野
2
丁

目
地

内
　

　
地

点
2
：

宮
城

野
区

宮
城

野
2
丁

目
地

内
　

　
地

点
3
：

宮
城

野
区

萩
野

町
4
丁

目
地

内

・
病

院
の

事
業

活
動

が
定

常
と

な
る

時
期

　
　
2
0
2
0
年
1
0
月

・
平

日
2
4
時

間
連

続

環
境

保
全

措
置

の
実

施
状

況
[※

2
]

・
環

境
保

全
措

置
の

実
施

状
況

の
整

理
・

現
地

確
認

調
査

及
び

記
録

の
確

認
・

必
要

に
応

じ
て

ヒ
ア

リ
ン

グ
調

査
を

実
施

・
計

画
地

内
・

ヒ
ア

リ
ン

グ
は

適
宜

実
施

・
現

地
確

認
時

期
　
　
2
0
2
0
年
1
0
月

・
6
地

点
　

　
地

点
1
：

仙
台

市
陸

上
競

技
場

付
近

　
　

地
点

2
：

楽
天

生
命

パ
ー

ク
宮

城
付

近
　

　
地

点
3
：

仙
台

育
英

高
学

園
高

等
学

校
付

近
　

　
地

点
4
：

宮
城

野
区

五
輪

1
丁

目
　

　
地

点
5
：

宮
城

野
区

宮
城

野
3
丁

目
　

　
地

点
6
：

宮
城

野
区

銀
杏

町

・
病

院
の

事
業

活
動

が
定

常
と

な
る

時
期

　
　
2
0
2
0
年
1
0
月

・
平

日
2
4
時

間
連

続

施
設

の
稼

働
及

び
施

設
関

連
車

両
の

走
行

(
重

ね
合

わ
せ

)
[※

1
]

・
施

設
の

稼
働

及
び

施
設

関
連

車
両

の
走

行
に

係
る

　
騒

音
レ

ベ
ル

(
重

ね
合

わ
せ

)
・

環
境

影
響

評
価

書
の

現
地

調
査

の
方

法
に

準
拠

計
画

地
か

ら
2
0
0
m
の
範
囲

・
1
地

点
　

　
地

点
A
：

合
成

予
測

地
点

・
病

院
の

事
業

活
動

が
定

常
と

な
る

時
期

　
　
2
0
2
0
年
1
0
月

・
平

日
2
4
時

間
連

続

環
境

保
全

措
置

の
実

施
状

況
[※

2
]

・
環

境
保

全
措

置
の

実
施

状
況

の
整

理
・

現
地

確
認

調
査

及
び

記
録

の
確

認
・

必
要

に
応

じ
て

ヒ
ア

リ
ン

グ
調

査
を

実
施

・
計

画
地

内
・

ヒ
ア

リ
ン

グ
は

適
宜

実
施

・
現

地
確

認
時

期
　
　
2
0
2
0
年
1
0
月

環
境

保
全

措
置

の
実

施
状

況
[※

2
]

・
環

境
保

全
措

置
の

実
施

状
況

の
整

理
・

現
地

確
認

調
査

及
び

記
録

の
確

認
・

必
要

に
応

じ
て

ヒ
ア

リ
ン

グ
調

査
を

実
施

・
計

画
地

内
・

ヒ
ア

リ
ン

グ
は

適
宜

実
施

・
現

地
確

認
時

期
　
　
2
0
2
0
年
8
月
，
2
0
2
0
年
1
2
月

騒 音

施
設

関
連

車
両

の
走

行
[※

1
]

・
施

設
関

連
車

両
の

走
行

に
係

る
　

　
騒

音
レ

ベ
ル

　
　

交
通

量
・

環
境

影
響

評
価

書
の

現
地

調
査

の
方

法
に

準
拠

計
画

地
か

ら
2
0
0
m
の
範
囲

・
3
地

点
　

　
地

点
1
：

宮
城

野
区

宮
城

野
2
丁

目
地

内
　

　
地

点
2
：

宮
城

野
区

宮
城

野
2
丁

目
地

内
　

　
地

点
3
：

宮
城

野
区

萩
野

町
4
丁

目
地

内
・

走
行

台
数

，
走

行
経

路
：

計
画

地
内

・
病

院
の

事
業

活
動

が
定

常
と

な
る

時
期

　
　
2
0
2
0
年
1
0
月

・
平

日
2
4
時

間
連

続
・

走
行

台
数

，
走

行
経

路
・

記
録

の
確

認
，

必
要

に
応

じ
て

ヒ
ア

リ
ン

グ
調

査

施
設

の
稼

働
[※

1
]

・
施

設
の

稼
働

に
係

る
騒

音
レ

ベ
ル

・
環

境
影

響
評

価
書

の
現

地
調

査
の

方
法

に
準

拠
計

画
地

か
ら

2
0
0
m
の
範
囲

・
2
地

点
　

　
地

点
A
：

仙
台

育
英

高
学

園
高

等
学

校
　

　
地

点
D
：

最
大

騒
音

レ
ベ

ル
地

点

・
病

院
の

事
業

活
動

が
定

常
と

な
る

時
期

　
　
2
0
2
0
年
1
0
月

・
平

日
2
4
時

間
連

続

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

の
運

用
[※

1
]

・
ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
に

係
る

騒
音

レ
ベ

ル
・

J
I
S
 
Z
8
7
3
1
「

環
境

騒
音

の
表

示
･
測

定
方

法
」

に
準

拠
す

る
と

　
と

も
に

運
行

状
況

を
把

握
計

画
地

か
ら

5
0
0
m
の
範
囲

有
害

物
質

の
使

用
量

及
び

処
理

の
状

況
[※

2
]

・
有

害
物

質
に

係
る

使
用

量
の

整
理

・
有

害
物

質
に

係
る

使
用

量
の

記
録

及
び

処
理

方
法

を
整

理
・

計
画

地
内

・
病

院
の

事
業

活
動

が
定

常
と

な
る

時
期

　
　
2
0
2
0
年
5
月
～
2
0
2
1
年
4
月

感
染

性
患

者
数

及
び

感
染

性
物

質
に

係
る

処
理

の
状

況
[※

2
]

・
感

染
性

患
者

数
及

び
感

染
性

物
質

の
整

理
・

感
染

性
患

者
数

に
係

る
記

録
及

び
感

染
性

物
質

に
係

る
処

理
方

　
法

を
整

理
・

計
画

地
内

・
病

院
の

事
業

活
動

が
定

常
と

な
る

時
期

　
　
2
0
2
0
年
5
月
～
2
0
2
1
年
4
月

・
環

境
影

響
評

価
書

の
現

地
調

査
の

方
法

に
準

拠
　

N
O
2
：

公
定

法
及

び
簡

易
法

　
S
P
M
：

公
定

法

計
画

地
か

ら
5
0
0
m
の
範
囲

・
公

定
法

(
N
O
2
，
S
P
M
)
：
1
地
点

　
　

地
点

A
：

保
全

対
象

(
合

成
予

測
地

点
)

・
簡

易
法

(
N
O
2
)
：

1
地

点

　
　

地
点

A
：

保
全

対
象

(
合

成
予

測
地

点
)

・
病

院
の

事
業

活
動

が
定

常
と

な
る

時
期

　
　
2
0
2
0
年
8
月
，
2
0
2
0
年
1
2
月

・
2
回

×
7
日

間
(
1
6
8
時

間
)
連

続

・
走

行
台

数
，

走
行

経
路

・
記

録
の

確
認

，
必

要
に

応
じ

て
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

施
設

の
稼

働
(
病

院
及

び
駐

車
場

)
[※

1
]

・
施

設
の

稼
働

(
病

院
及

び
駐

車
場

)
に

係
る

　
　

二
酸

化
窒

素
(
N
O
2
)

　
　

浮
遊

粒
子

状
物

質
(
S
P
M
)

　
　

気
象

(
風

向
・

風
速

)

・
環

境
影

響
評

価
書

の
現

地
調

査
の

方
法

に
準

拠
　

N
O
2
：

公
定

法
及

び
簡

易
法

　
S
P
M
：

公
定

法

計
画

地
か

ら
5
0
0
m
の
範
囲

旧
病

院
の

解
体

工
程

－
－

－
※

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
に

係
る

対
応

，
ア

ス
ベ

ス
ト

処
　

理
に

係
る

関
係

機
関

と
の

調
整

に
よ

り
工

程
に

遅
れ

が
　

生
じ

て
い

る
。

調
査

方
法

調
査

地
域

等
調

査
期

間
等

大 気 質

施
設

関
連

車
両

の
走

行
[※

1
]

・
施

設
関

連
車

両
の

走
行

に
係

る
　

　
二

酸
化

窒
素

(
N
O
2
)

　
　

浮
遊

粒
子

状
物

質
(
S
P
M
)

　
　

交
通

量

・
環

境
影

響
評

価
書

の
現

地
調

査
の

方
法

に
準

拠
　

N
O
2
：

公
定

法
及

び
簡

易
法

　
S
P
M
：

公
定

法
計

画
地

か
ら

5
0
0
m
の
範
囲

・
公

定
法

(
S
P
M
)
：

1
地

点
　

　
地

点
A
：

保
全

対
象

・
簡

易
法

(
N
O
2
)
，

交
通

量
：

3
地

点

　
　

地
点

1
：

宮
城

野
区

宮
城

野
2
丁

目
地

内
　

　
地

点
2
：

宮
城

野
区

宮
城

野
2
丁

目
地

内
　

　
地

点
3
：

宮
城

野
区

萩
野

町
4
丁

目
地

内
・

走
行

台
数

，
走

行
経

路
：

計
画

地
内

・
病

院
の

事
業

活
動

が
定

常
と

な
る

時
期

　
　
2
0
2
0
年
8
月
，
2
0
2
0
年
1
2
月

・
2
回

×
7
日

間
(
1
6
8
時

間
)
連

続

事
後

調
査

項
目

2
0
1
9

2
0
2
0

2
0
2
1

調
査

内
容

・
公

定
法

(
N
O
2
，
S
P
M
)
：
1
地
点

　
　

地
点

A
：

保
全

対
象

・
簡

易
法

(
N
O
2
)
：

3
地

点

　
　

地
点

A
：

保
全

対
象

　
　

地
点

B
：

最
大

着
地

濃
度

出
現

地
点

(
病

院
の

稼
働

)
　

　
地

点
C
：

最
大

着
地

濃
度

出
現

地
点

(
駐

車
場

)

・
病

院
の

事
業

活
動

が
定

常
と

な
る

時
期

　
　
2
0
2
0
年
8
月
，
2
0
2
0
年
1
2
月

・
2
回

×
7
日

間
(
1
6
8
時

間
)
連

続

施
設

の
稼

働
(
病

院
及

び
駐

車
場

)
及

び
施

設
関

連
車

両
の

走
行

(
重

ね
合

わ
せ

)
[※

1
]

・
施

設
の

稼
働

及
び

施
設

関
連

車
両

の
走

行
に

係
る

　
　

二
酸

化
窒

素
(
N
O
2
)

　
　

浮
遊

粒
子

状
物

質
(
S
P
M
)

　
　

気
象

(
風

向
・

風
速

)

現
在

（
工

事
中

）


